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飯田型ツーリズムが拓いた世界
　飯田型ツーリズムは、国が推進する政策の
優良事例とグリーン・ツーリズムの代表格の
ように取り扱われている感もある。
　農林水産省は平成４年、グリーン・ツーリ
ズムを「緑豊かな農山漁村地域において、そ
の自然、文化、人々との交流を楽しむ、滞在
型の余暇活動」と定義した。それは田舎に都
市住民を誘導し、消費行動を促す農村観光の
政策であった。
　しかし、長野県飯田市は本来の農業振興や
中山間地振興の立ち位置から、施設ありきで
なく、旧来から暮らしの中にある住民の知恵
や技、学びを武器に地域全体を活性化させる
戦略で、真っ白な紙の上に体験型観光という
新たな交流事業を描いたのである。
　飯田型ツーリズムは、自然・歴史文化・暮
らしを保全し向上させることを長期戦略目標
に、次の二つの理念で「ほんもの体験」を基
本に、人と人の交流を図りながら学び合うこ
とを推進している。
①　外貨を稼ぎ雇用を創出することで地域の

自立を促す。
②　地域自体のブランド化を図る感動産業の

推進により農産物・地場産品の販売増加と
人材の誘致。

　本ツーリズムの特徴は、訪問者の様々なニー
ズに合わせて老若男女が参加できるプログラ
ムとしているとともに、受入側の個人や地域
がここで暮らしていく誇りを創出するという
戦略プランを要していることである。
　そしてこの理念や手法、今やブームになり
つつある農家民泊に加え、観光まちづくり事
業体である株式会社南信州観光公社のシステ

ムが、その後の国の施策の根幹を変容させる
こととなった。

農山漁村の暮らしがツーリズムの基本
　旅は学ぶもの、考えるもの、多くの人々と
知己になる行動である。そして固定化してい
く自分の殻をやぶる機会をつくるもので、旅
をしていて楽しいのは良い人の心に触れるこ
とである。そこで生活している人たちと話し
合うことのできるのも大きな啓発になると“旅
する巨人”宮本常一は『旅と観光』で主張した。
　飯田型ツーリズムは、まさに宮本が述べる

「学ぶ旅」を基軸としている。
　その学びの素となるものは、農山漁村の日
常の暮らしに潜んでいる。
　「『いただきます』って、他の命をいただく
ことなんだ」。このような気づきを飯田に訪れ
た老若男女が口にするのは、リアルな体験で
ストレートに感動するからである。
　グリーン・ツーリズムは農林漁業という生
産基盤がないところでは成立しない。また暮
らしがないところで行うツーリズムは ｢ほん
もの」ではなく、地域の自立には貢献しない
ことを理解願いたい。
　農家の教育力（農力）を活かす『体験教育
旅行』や『南信州セカンドスクール』は、自
然体験・農林業体験・食体験ほか南信州に存
在する多様な資源をプログラム化しており、
農家民泊も一つのプログラムである。
　飯田のプログラムは一つも外れがないと教
師に評価され、全国の小中高校生の成長を促
す「ほんもの体験」が売りとなっている。
　“援農”をキーワードに農家の暮らしそのも
のや生き様に触れる『ワーキングホリデーい
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いだ』は、農業農村の特性を最大限に発揮さ
せる究極のツーリズムであり、その目標は定
住者の増加である。
　観桜の考えを変えた『桜守の旅』は、里地
里山のエコツアーであるが、この企画は市民
が地域の宝を再認識する機会となった。
　このように地域の魅力を自ら発見できる旅
を提供し、良い人材を誘致できる旅こそが、
新たなツーリズムの姿であるといえる。

新しい公共とツーリズム
　すべての人が、自らの地域課題に対し、知
恵や金を出し合い、自らの手で実践し、地域
経営をする“住民の住民による住民のための
計画実践”を目指した結果の一つが、飯田型
ツーリズムである。
　生活の近代化や個人主義の台頭で、地域コ
ミュニティや隣近所の結びつきが希薄となっ
ている状況もあり「新しい公共」が様々な場
面で論議されている。しかし古来より日本に
は、田植え稲刈りや集落に必要な作業を助け
合う「結い」という「地域・集落の公共」が
ある。
　この言葉で表現されるように、地域はそこ
に住み暮らす住民を中心に多様な主体が、相
互扶助の精神で互いを尊重しつつ思いやって
生活をしているのである。
　「にほんの里100選」の山形県最上郡鮭川村
曲
ま が り が わ き

川木の根
ね

坂
ざ か

集落（11戸48人）に、この「結い」
の結束が固く残っている。
　平成19年に廃校となった曲川小学校木の根
坂分校は集落の中心にある。集落自治会は「こ
こで頑張らなきゃ集落が消える」と村から校
舎を譲り受け、平成19年夏にソバ屋兼宿泊所

「みやまの里木の根坂」として蘇らせた。
　体験型宿泊施設「みやまの里木の根坂」は、
教室を改造した客室に県内外からの客が宿泊
し、料理のもてなしは女性陣、里山の案内人
は男性陣と、住民がなんらかのかたちで施設
にかかわっている。集落の助け合いを維持し
ていれば、年をとったときや病気で寝込んだ

ときに近所が助けてくれる。これはここに暮
らし続けるための集落の挑戦と代表者は言い
切る。
　山村の典型的な限界集落は、廃校資源を武
器に相互扶助と知恵や労力の出し合いという
一人一役の行動で、コミュニティとして生き
残るためのソーシャルビジネスを展開した。
　やればできるということを肌で感じたであ
ろうし、ツーリズムが地域自立するためのツー
ルとしての糸口になったことを証明した事例
である。
　しかし小さな集落に10万人の入り込み客が
あれば、日常の暮らしは間違いなく破壊され
る。それぞれの場所には適正な受入規模があっ
てしかるべきであるし、自地域へ負荷をかけ
ない適正な規模を地域自身が決め、交流を図
ることが大切である。

廃校活用の課題と活用の方向性
　小中高校の統廃合で必ず地区住民の反対運
動がおこる。何故ならば学校は地域コミュニ
ティの拠り所で生きる誇りであるからだ。
　しかし昨今の地方を取り巻く厳しい状況か
ら、身を切る思いで休廃校を地域住民が選択
しており、それだけに旧校舎を存続させ活用
を図ることは、そのコミュニティを存続させ
ることと同様であることを忘れてはならない。
　平成４年度から21年度までの廃校の発生件
数は5,796校、そのうち取り壊しされず現存す
るものが3,310校あるが、なんらかの活用が図
られているものは2,295校（69.3%）という現
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状である。
　課題は改修財源と維持管理費であろう。
　基礎自治体が財政逼迫する中で足踏みする
傾向があるが、地域に休廃校があり、それら
を放置して新たな施設を計画しているならば、
その前に廃校の活用を検討してほしい。
　さらに重要な課題は運営ノウハウや組織、
人材で、何をしてよいか、どのように活用を
進めるかという点だ。
　再生したケースの約半分が閉校１年という
点から、行政が精力的に関与し、閉校時前に
住民合意や運営体制が整っていることで、住
民と行政の協働こそが、活用の大事な要素で
あることを示している。
　廃校活用は隔靴掻痒に対する対処療法で、
何よりも優先すべきは休廃校にしない手立て
を図ることであるが、行政住民の双方が次の
点について共通認識を持つことが大切である。
（1）地域を知る

　なぜ廃校に至ったのか、地域で暮らして
いる方々で現実を再確認する。
　自分たちが暮らす地域はどのような特性
を持っているか、地域が持つ強みや弱みな
どを明らかにし、その特性を再確認する。

（2）地域の宝（資源）を守り活かす
　先人が守り伝えてきた自然・歴史・生活
文化・産業などの次世代に引き継ぐべき地
域の宝の掘り起こしを通じて、その価値を
再発見し廃校活用に活かす。 

（3）地区の将来像を描く
　将来、自分たちが暮らす地区でどのよう
な暮らしをしていきたいのか、地区で暮ら
している老若男女みんなで将来像を描き、
廃校活用を通じてその夢を実現すること。

　廃校を活用することは経済効果だけで考え
ることなく、地域再生という高所からの視点
で組み立てることが大切である。

天孫降臨－孫女将ができた
　高知県四万十川のほとりで友釣りに使用す
る「おとり鮎」を販売していた民家が、野並

郁夫・八
や よ い

代意夫妻によって平成17年４月に農
家民宿「おとり屋」として生まれ変わった。
　昭和11年建築の家は、郁夫さんの兄の慶仁
さんが建てていたが、完成直後に召集を受け、
足を踏み入れることなく戦地へ赴き二度と帰
らぬ人となった。
　家はその後、呉服屋と酒屋として使用され
ていたが、その後空き家となり放置されてい
た。しかし、後ろ髪を引かれる思いであった
であろう兄の心を残したいと、野並夫妻は荒
れていた家を農家民宿として復活させたので
ある。
　この文化財級の建物に加え、陶器の露天風
呂に、２階の古風な窓からは四万十川が望め
る。
　オープン時、宿泊客があるかどうか半信半
疑だったものの５月の連休に初めての宿泊予
約が入った。最初の予約は「本当に嬉しかった。
でも女房と一緒になっていなかったらこんな
ことはしなかった」と郁夫さんがつぶやく実
にアットホームな民宿である。
　高知県職員の協力を得て、農家民宿という
夢を実現したのであるが、平成20年、郁夫さ
んが病に倒れ思い通りに動けなくなり、開業
後の最大のピンチが訪れた。
　「これで止めよう」と夫妻で話していたとこ
ろ、平成21年の３月に高校を卒業したばかり
の外孫の田邊真理奈さんが「おじいちゃん、
おばあちゃんを助けたい」と西土佐からやっ
てきた。まさに「天孫降臨」といったところ
である。「これほど嬉しいことはない」と夫妻
は手放しで喜んでいるが、そのきっかけは自
ら民宿開業の行動をした結果であることを忘
れてはならない。
　郁夫さんは病気のため今はまったく手を出
さず任せきり。八代意さんが付きっきりで料
理を教える毎日だ。真理奈さんは「五か月やっ
てきて、忙しいけど楽しい。いろんな人に会え、
話ができるのがいい」と笑顔で答えてくれた。
　ツーリズムの担い手が高齢化しつつある中
で、こうした継承は筆者の知る限りで初めて
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のケースで、おそらく全国のツーリズムに新
たな１ページが開いた瞬間であろう。これこ
そグリーン・ツーリズムのあるべき姿といえ
よう。

観光まちづくり事業体の重要性
　ツーリズムによる地域経済への波及効果は
大事な点であるが、ことさら、それだけを切
り取ることは問題となる。再三述べているよ
うに地域特性（風土）こそ最大の武器であり、
地域の潜在力をＰＲして魅力的な場所、いつ
かは住みたいと感じさせることが大切である。
　飯田型ツーリズムは外貨を獲得し、それを
再び外に出さず、地域の中でお金を回流させ
るというローカルマネーフローのシステムを
確立することであった。
　株式会社南信州観光公社は“人・物・金を
地域内循環させるシステム”そのものである。
　ゆえに公社の行動理念は、地域住民が自発
的に行動するための環境を整え、そのプロセ
スにおいて生み出される新たな地域価値に伴
い、地場産業の活性化と人材育成を促すもの
である。つまり小さくとも継続できる新たな
地域戦略としてのローカリゼーション・ビジ
ネスを根付かせることであった。
　観光まちづくり事業体は、社会貢献と組織
のキャッシュフロー獲得のビジネスモデルを
併せ持たなければならない。さらに地元住民
と信頼関係を構築する中で、住民のパワーや
場のエネルギーを集約できる組織であること
が重要となる。

　地域貢献を第一義とする組織は必然的に赤
字体質となる。そこで行政からの様々な支援
が不可欠であることを理解されたい。

環境の世紀のツーリズム
　環境保全やエコロジーが叫ばれる現代にお
いて、ローカルは最もエコである。地産地消
が進めば、遠方まで物資を運ぶ必要もなく流
通におけるCO2削減となる。
　旅人にとって農村で吸う空気や景観、感動
する体験に加え、温かな人々の笑顔と無垢な
もてなしは「Priceless」となり、温かい地域
との好印象を遠方からの客が持つこととなる。
　社会構造的な地域課題を克服するには、従
来施策の延長線ではなく、未来に向けた ｢新
たな紡ぎ手｣ が必要である。その「新たな紡
ぎ手」は、中心でなく周縁や従来の経済観念
とは無縁であったものから産み出される。
　ツーリズムは訪れた土地の風土をその地に
暮らしている人々に学び、また自身が有して
いるノウハウを伝え合うことで、人と人の深
いつながりを構築する ｢人｣ に着目した風土
産業である。
　こうしたことから新たなツーリズムは地域
の当事者意識が高いことや、住民参加が着実
に得られていることが重要であり、地域発
意によるソーシャルビジネスとしてコミュニ
ティにシナジー効果を与え続けるものに昇華
しなければならない。
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